
第10回北陸中材業務・感染対策研究会

日時：平成30年12月2日（日）
会場：日医工オーディトリアム

富山大学杉谷キャンパス内

プログラム

基調講演　
「もう一度復習　WDのバリデーション及び日常管理」
栗原靖弘 先生（株）ウドノ医機

ランチョンセミナー　
「器材の再生処理におけるメンテナンス」
土屋　和弘 先生（株）エムエス

特別講演　
「単回使用医療機器の再製造の現状と今後の展望」
高階　雅紀 先生（大阪大学）

10:00～　受付，製品展示 
11:00～　講演開始 
16:30　　終了予定

参加費：2,000円（ランチョン、テキスト代を含む）
滅菌技師・士 更新認定単位取得講習（5単位）

　会場案内

第10回北陸中材業務・感染対策研究会 
事務担当：上原・澤田・大坪 
（富山大学附属病院　材料部） 
e-mail: zaitym@med.u-toyama.ac.jp　
TEL: 076-434-7770

第10回北陸中材業務・感染対策研究会 
事務担当：上原・澤田・大坪 
（富山大学附属病院　材料部） 
e-mail: zaitym@med.u-toyama.ac.jp　
TEL: 076-434-7770

《申し込み・お問い合わせ先》

職員・学生用駐車場をご利用下さい。 
無料駐車券を受付で発行いたします。

バス　JR富山駅から約30分
タクシー　JR富山駅から約20分
車　北陸道　富山西ICから約4分

〈交通案内〉

〈駐車場〉

（患者様用駐車場は有料になります。）

教育講演　

山本　善裕 先生（富山大学）
「感染制御の重要性～ひとりひとりができること～」



＊申し込み後に富大病院材料部より確認メールをお送りします。
これをもちまして受付完了となります。

＊お申し込みから1週間を過ぎましても返信がない場合は事務局まで
お問い合わせください。

＊参加費（2,000円）は当日受付でお支払いください。

民族薬物資料館

　富山大学附属病院は22の診療科、職員1280人（医師350名、看護師730名、コ
メディカル等200名）が一体となり、病床数612床の入院患者、1日あたり1230人の
外来患者の診療にあたっています。
　大学の使命として質の高い医療を提供するスペシャリストを育て、最高の医療を
提供するとともに（医療の確保）、医学部医学科・看護学科、薬学部学生の教育なら
びに人材育成にも力を入れています。卒前・卒後までの一貫した教育の中で、医療の
「技術習得」のみならず、患者に寄り添う「心」の涵養にも力を入れています。医師、看
護師、薬剤師、コメディカルスタッフすべてが、最高の医療を目指し、医療の安全性に
留意し、心のケアを行ないながら、ひとりでも多くの患者を救いたいと努力していま
す。
　富山県民から信頼される病院を目指して、スタッフ全員で取り組んでいます。

　和漢医薬学総合研究所は、「くすりの富山」の伝統と歴史を背景に設立され、和漢
薬の学理とその臨床応用を研究する我が国唯一の和漢医薬学に特化した附置研
究所です。本研究所は、和漢薬の基となる生薬の資源開発から和漢薬による病態
制御や臨床科学まで網羅する一連の組織体制を構築し、我が国の伝統医薬学はも
とより世界の伝統医薬学研究の発展に貢献しています。所員は、現代の最先端科学
技術を駆使して“複雑系を特徴とする和漢薬”と“漢方医学”を科学的かつ異分野学
際的に研究することにより東西医薬学の融合を図り、新しい医薬学体系の構築と
全人的医療の確立をめざしています。そのために、他の大学研究機関や異分野領域
の研究者とも連携・協力し、特色ある共同研究も積極的に進めています。
　また本研究所には附属民族薬物資料館があります。ここでは約50年にわたり、漢方
医学、中国医学、アーユルベーダなどの伝統医学で使用されている民族薬物、約29,000
点を蒐集し、伝統医薬の研究に利用するだけでなく、展示して一般公開も行っています。

　明るく開放的な空間で、安くておい
しい食事ができる食堂のほか売店、書
店、理容室があります。
　また、談話室とサークル棟もあり学
生の憩いの場です。

　医学・看護学・薬学関係の図書を中心に約22
万冊の資料を所蔵しています。開館時間外でも学
生証で24時間365日いつでも利用できます。グ
ループ学習に適したエリアがあり、ミーティング
や研修などのイベントにも利用できるグループ学
習室が整備されています。

　日々進歩する医学の知識、技術を身
につけ、医師・医学者として、豊かな人
間性を備えた医療の実践及び医学の
発展に取り組むことのできる人材を養
成しています。

　全人的な看護の役割と責務を認識
し、看護師、保健師および助産師とし
ての専門的な対応ができる人材を養成
しています。

　薬剤師養成の6年制課程と創薬研
究者養成の4年制課程を併設し、一世
紀以上の伝統を有する学部です。最新
の薬学から伝統医薬まで幅広く学べる
ことが大きな特長で、薬都ならではの
特色ある研究教育を行っています。

　大きな時計が特徴的な建物で、多く
の講義室と実習室があります。医学
部・薬学部の合同講義も行っていま
す。

民族薬物資料館

　約2000種類の薬用植物を所有し、
その数は全国トップレベルです。
　「くすりの富山」ならではの植物を観
察・研究できる生きた教材となっていま
す。また、学修・研究の合間に緑の中で
気分転換できます。

　本格的な陸上トラックを備えており
体育関係の講義はもちろんのこと課
外活動でも活用されています。グランド
にはサッカーゴールとラグビーゴール
が設置され、野球場も併設されていま
す。また、テニスコートも構内にあり、
様々なスポーツを楽しむことができま
す。

　5階建ての建物で研究室や実験室
など、様々な充実した居室を設けてい
ます。
　1階には総座席数約300席のホール
（日医工オーディトリアム）もあり講義
や講演会に利用されています。

医学部医学科 医学部看護学科 薬学部 講義実習棟

医薬学図書館

福利・厚生棟

薬用植物園

陸上競技場

附属病院

和漢医薬学総合研究所

医薬イノベーションセンター

管理棟
附属図書館（医薬学図書館）、
医薬系学務課
福利・厚生棟

看護学科研究棟
体育館
武道館
薬用植物園

講義実習棟
医学部研究棟
生命科学先端研究支援ユニット
薬学部研究棟

和漢医薬学総合研究所
民族薬物資料館・
薬学研究資料館

共同利用研究棟 附属病院
国際交流会館
附属病院保育所
（スマイルキッズ）

陸上競技場
野球場
災害対策プラザ
医薬イノベーションセンター

キャンパスマップ 杉谷キャンパス
（医学部、薬学部、和漢医薬学総合研究所、附属病院）
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医薬イノベーションセンター内 
日医工オーディトリアム
《お問い合わせ先》 
第10回北陸中材業務・感染対策研究会 
事務担当：上原・澤田・大坪 
（富山大学附属病院　材料部） 
TEL: 076-434-7770

第10回北陸中材業務・感染対策研究会 
《参加およびランチョン（先着200名）申し込み 
e-mail: zaitym@med.u-toyama.ac.jp 
　　　　（富大病院材料部） 
　申し込み締切：11月26日（月） 
【以下の内容でe-mailでお申し込みください】

件名：北陸中材研申し込み 
本文：1. 勤務先、所属部署、都道府県 
　　　2. 氏名（ふりがな） 
　　　3. e-mail アドレス 
　　　4. 滅菌技師・士資格　あり（1種・2種）・なし 
　　　5. 洗浄・滅菌に関する日頃の疑問・悩みなど 
　　 （研究会でのQ&Aセッションにて回答いたします） 
・同施設からの複数名ご参加の場合は、まとめてお申し込み下さい。
その際には、各参加者につき2, 3, 4をご記入ください。


